
令和5年度　田迎南校区社協行動計画書 田迎南社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組み

・コロナ禍による健康被害を回復
・改善や必要な支援体制づくり

・外出機会が減少しフレイルの増加することが懸念される
・要介護者や認知症高齢者の増加が懸念される

・身近な場でのいきいき百歳体操などのフレイル予防
活動
・早期に相談窓口へつなぐ
・認知症高齢者を支える活動の啓発

・ささえりあ幸田との連携
・認知症サポーター養成講座、認知症支え合い声かけ訓練の開催
・活動再開にあたり、呼びかけ（周知）の徹底
・命のバトン

・地域での活動が減少
・孤立化を防ぐ必要がある

・コロナ禍で集いの場の中止や人との交流が減っている
・町内行事やいきいき百歳体操等の開催と啓発
・ご近所同士の声かけ見守りを進める

・いきいき百歳体操等集いの場の開催
・ふれあいいきいきサロン、老人クラブ活動等への参加を啓発
・町内清掃等の無理のない呼びかけに取り組む

障
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・地域で生活している障がい者の把握が難し
い
・障がい（者）に関する理解啓発

・情報が入りにくい、孤立に繋がる状況もある様子
・障がいや障がい福祉に関する情報や知る機会が少ない
・障がいに関する相談先がどこか分かりづらい
・親御さんに障がいがある世帯は、お子さんの行事から離れ
やすくなり孤立しやすい状況にある（障がいの特性によって
参加に抵抗がある場合もある）

・基幹相談支援センターから情報提供や研修を実施
・災害時の個別支援プランを作成
・相談内容に合わせた相談窓口の明確化

・相談内容に合わせた福祉関係の相談窓口の一覧の作成(校区版)
・地域住民への相談窓口の周知
・理解啓発、障がい者サポーター研修や障がいに関する情報提供
・地域の障がい者施設と関連した行事等。

・コロナ禍による子ども、子育て世帯と地域
との交流の機会の減少

・赤ちゃん訪問の中止や、気軽に集える場所が減った
・転入転出が多く周りに支援者がいない
・新興住宅が立ち核家族のため子育て世代が孤立化しやすい

・子育てサークルで参加者同士の交流の機会を図る
・関係機関との情報共有
・子育て支援ネットワーク活動を通しての交流

・子ども 子育て世代の見守り
・どこに子どもがいるかわからない
・複数の課題や育児負担感を抱える家庭もある

・通学路の安全点検や危険個所の確認、地区の情報交
換会
・学校やPTA、地域団体と連携した行事の開催

・災害時の避難の支援体制
・個人情報保護により実状把握が困難
・身寄りのない単身障がい者の緊急時の対応（安否確認）方
法

・災害時要援護者避難支援制度の理解を深める
・自主防災の組織は出来ている、次のステップへ

・災害時要援護者避難支援制度の活用、登録勧奨
・防災訓練の実施

・地域の交流の減少
・社会参加と健康維持

・コロナ禍で全世代において地域の交流が減少しており、住
民同士の関係性が希薄である

・伝統行事である綱練・綱引き（餅つき大会）を再開
し、世代間の交流の場を広げたい（４町内）

・他団体との連携
・挨拶、声掛けの啓発
・健康につながるイベントの実施(ウォークラリー等予定)
・全世代が気軽に集まり楽しめるイベント,行事の開催

・住民参加型住民安心メール ・安心メールの登録  活用がまだ不十分である ・登録の周知、活用の啓発を図る

・安心メールで校区が配信すべき情報
①災害時緊急情報
②防犯・防災に関する事
③子どもの見守り
④行方不明高齢者の捜索情報
⑤各種イベント情報

・ややママクラブを再開し情報交換、共有を行う
・日頃からの見守りを兼ねた声掛け  挨拶の啓発
・子育てサークル、サロンの開催  継続
・学校安全対策協議会で、情報共有
・子育て支援ネットワークの再開
・校区の子育て情報マップを活用した地域資源の啓発
・子どもが主役、子供を前面に出した行事の取組み
・子ども会の充実と連携
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